
いくら環境調和型の設計技術が確立されていても、それを

生産する設備、工程、ラインが対応していないなら、製品

トータルとしての環境調和は画に描いた餅となることで

しょう。そこで横河電機では、生産設備の開発・導入に関

するルールである「生産設備開発・導入基準」を制定しま

した。さらに、その設備を使用して生産する際のルールであ

る「生産工程設計基準」を厳密に制定することにしていま

す。これらの基準は、関連各社への展開も予定。グループ・

グローバルでの環境調和型生産を徹底していきます。

品質、コストと環境対応の両立へ。

私たちは工程、設備など、

従来の生産技術を積極的に変えていきます。

［生産設備開発・導入基準］

環境調和＝ライフサイクル・コストミニマムを基本コンセプ

トとして、設計・製造段階ではエコ材料、エコ部品を選択

し、省エネ設計・長寿命設計を実現。また、使用段階で

は、省エネ稼働、異常時の環境負荷発生防止をめざす

一方、廃棄段階でもリサイクルしやすいように設計・導

入基準を定めて実施していきます。

［生産工程設計基準］

製造ラインの構築にあたっては、環境負荷発生回避・極

小化基準を定め、製品開発と工程設計を同期化し、新製

品の企画段階から製品開発者と一体となって工程設計

を実施。

無駄を徹底的に廃してこのQCD（Quality/Cost/Deliverly）を

達成することで、省資源・省エネルギーをめざしていきます。

実施例① 温水循環式部品洗浄装置

環境に有害な影響のある規制対象の塩素系有機溶剤

（トリクロロエチレン）使用洗浄装置の代替として、生産

設備開発・導入基準に則って自社開発された装置で

す。温水のみで洗浄するため、洗浄品質は溶剤洗浄と

同等ながらランニングコストを1/4に大幅削減。また、洗

浄水からマシン油を回収し無排水処理を行う循環再利

用型のクローズドシステムのため、環境負荷も低減。さ

らに人体無害で危険物

対象外で、安全性・臭気

といった作業環境も改

善できるため、現場でも

好評です。

実施例② 排水処理プラント

プリント板加工・メッキ排水を無害化処理して放流する一

方、沈殿分離した汚泥をリサイクル化。さらに、床面積の

従来比1/3削減、点検可能な2重構造の地下貯漕、水洗

水の循環再使用による排水量の大幅削減、流入経路別

の分別処理など、数々のメリットを実現した排水処理プラ

ントです。特に、最新鋭の隔膜濾過装置（マイクロフロー）

により処理された汚泥は脱水圧縮することで有価物とな

り、再生業者の手により銅精錬原料のペレットに生まれ変

わります。銅地金と鉱滓（セメント原料）としてのリサイクル

が可能となり、ゼロエミッションを達成できました。
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1  法的要求を充足しているか�

1　非定常時の異常警報装置は備わっているか�

2　非定常における異常状態の遮断機能は備わっているか�

3　緊急時の災害予防対策は備わっているか�

4　緊急時の異常状態の遮断機能は備わっているか�

5　緊急時の異常警報装置は備わっているか�

1　塩化ビニルは使用していないか�

2　復号材料を使用していないか�

3　樹脂部品の材料表示をしているか�

4　NiCd電池は使用していないか�

1　設備の消費電力の最小化を考慮したか�

2　エネルギースターマーク付の機器を採用しているか�

1　修理・保守方法が明示されているか�

1　車輪、取手、手がけ装置等が装備されているか�

�

◯�

◯�

◯�

◯�

◯�

◯�

◯�

×�

◯�

◯�

�

◯�

◯�

◯�

MJ-432-01のB票による�

非定常時の定義はMM-01を参照�

�

耐火・耐震・防爆など�

緊急時の定義はMM-01を参照�

�

配線は除く�

分離困難な異種複合材料、合金、PWBは除く�

モールド品は部品に、削り出し品は取説に表示�

�

�

パソコン・コピー機・プリンタ・ファクシミリが対象�

環境評価項目判定表
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